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市
営
火
葬
場
業
務
を
再
開

灯
油
式
バ
ー
ナ
ー
炉
に
改
良

市
で
は
、
こ
と
し
六
月
か
ら
市
営
火

葬
場
の
改
修
工
事
に
か
か
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
工
事
が
終
わ
り
、
き

の
う
九
月
二
十
日
か
ら
業
務
を
再
開
し

ま
し
た
。

こ
の
市
営
火
葬
場
は
大
正
十
五
年
に

設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
薪
式
の
炉
三
基

受
鰐
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
旧
式

で
あ
る
た
め
、
排
煙
や
臭
気
な
ど
の
苦

情
の
ほ
か
、
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
と

い
っ
た
不
便
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
か
ら
、
市
民
の
多
く
の
方
が

利
用
さ
れ
て
い
る
京
都
市
の
花
山
火
葬

場
も
全
面
改
築
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
今
月
末
か
ら
開
鎖
さ
れ
ま
す
。

’
そ
こ
で
、
市
で
は
、
現
在
の
火
葬
場

を
薪
式
か
ら
灯
油
式
バ
ー
ナ
ー
炉
二
基

に
改
良
。
こ
れ
で
市
内
死
亡
者
の
火
葬

に
つ
い
て
は
、
一
応
受
け
入
れ
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
排
煙
や
臭

気
を
防
止
す
る
た
め
≫
Ｍ
炉
一
基
を
新

殷
し
て
い
ま
す
。
ま
た
炉
室
や
事
務
室

駐
軍
場
な
ど
の
楠
修
も
行
い
ま
し
た
。

お
ね
が
い

火
葬
場
の
施
設
が
十
分
で
な
い
た
め

使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
葬
儀
供
軍
は
五

台
以
内
と
し
、
指
定
の
駐
軍
場
に
駐
軍

し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
火
葬
場
は

ま
た
、
火
葬
炉
は
二
基
で
、
来
的
に
は
現
在
の
施
殴
を
廃
止
し
、

認
゛
諏
″
萱
手
゜

％
Ｈ

霧

爵
゛
ｌ
ｌ
ｉ
゛
を
゛

ら
れ
た
時
間
を
守
っ
て
円
滑
な
運
営
に
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

九
月
か
ら
松
本
さ
ん
に
委
嘱

宇
治
市
の
人
橋
擁
護
委
員
に
、
新
し

く
松
本
得
一
さ
ん
（
宇
治
蔭
山
一
七
一

三
二
、
＠
二
二
二
五
）
が
九
月
一
日
付

で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
松
本
さ
ん
は
大

野
前
委
員
の
後
任
で
す
。

人
橋
擁
護
委
員
は
、
宇
治
市
内
に
十

人
お
ら
れ
、
市
民
の
人
櫓
が
侵
さ
れ
た

と
き
そ
の
救
済
を
は
か
る
な
ど
人
権
思

想
の
普
及
・
高
錫
に
つ
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

毎
月
第
一
木
曜
日
に
は
、
川
東
公
民

館
で
定
例
人
権
相
談
を
開
い
て
い
る
ほ

か
、
各
委
員
の
自
宅
で
も
相
談
で
き
ま

す
。
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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四一人

哭
八

市
職
員
を
募
集

2
6
日
か
ら
受
付

．
昭
和
5
2
年
度
宇
治
市
職
員
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

▼
職
種
と
受
験
資
格

・
一
般
事
殤
～
昭
和
2
8
年
4
月
2
日

～
3
5
年
4
月
1
日
に
生
れ
た
人
。

五
名
程
度
（
名
簿
登
録
）
。

・
電
気
技
師
＝
昭
和
2
2
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
電
気
主

任
技
術
者
ま
た
は
高
圧
電
気
工
事

士
の
資
格
を
も
つ
男
子
。
一
名
。

・
電
話
交
換
技
師
ｎ
昭
和
2
2
年
4
月

2
日
以
降
に
生
れ
た
人
で
、
電
話

交
換
取
扱
者
の
資
格
を
も
つ
女
子

一
名
。

・
保
母
＝
£
和
2
8
年
4
月
2
日
～
3
5

年
4
月
1
日
に
生
れ
た
人
で
、
保

母
資
格
を
有
す
る
女
子
、
ま
た
は

保
育
専
門
学
校
お
よ
び
短
大
以
上

の
学
校
を
来
年
三
月
卒
業
見
込
み

で
保
母
資
格
取
得
見
込
み
の
女
子

十
名
程
度
（
名
簿
登
録
）
。

▼
第
一
次
試
験
は
ｏ
月
2
3
日
（
日
）

宇
治
中
学
校
で
行
い
ま
す
。

▼
受
験
手
続
申
し
込
み
は
、
市
販
の

履
歴
書
（
来
年
三
月
高
校
卒
業
見

込
み
の
人
は
近
畿
高
校
統
一
用
紙

）
に
必
要
事
項
を
黒
イ
ン
キ
で
記

入
し
、
最
近
六
ヵ
月
以
内
に
撮
影

し
た
写
真
を
は
っ
て
、
申
込
用
紙

を
添
え
て
、
市
役
所
職
員
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
期
間
は

9
月
2
6
日
～
1
0
月
1
5
日
で
す
。
申

込
用
紙
と
受
験
の
要
項
は
職
員
課

に
あ
り
ま
す
。

Ｓ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
1
1
1
1
1
亀
Ｉ
Ｉ
Ｉ
↓
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
一

看
護
婦
の
ア
ル

バ
イ
ト
募
集

小・中学校

電話番号変ります

夜間専用

23－1189

23－1428

23－1033

23－1034

23－1085

23－3119

23－4831

代表番号

23－1180㈹

23－118㈹

23－1182㈹

23－1183㈹

23－1185㈹

23－3194㈹

23－482㈹

χ
χ
χ
χ
χ
χ
χ
月
月
4
月
月
ｄ
ｄ

名
二
倉

Ｉ
―
ト
ー
ｉ
－

校
明
第
道

楽しかった交流会

倉

小

倉
島

小

菟
西
小
槙
北

－52．9．29以降－

43－6458

44－3754

43－6404

43－6417

43－9273

44－3756

43－6457㈹

44－3755㈹

43－6428㈹

43－6429㈹

43－9272㈹

44－3757㈹

‥
‥
む
リ

宇
宇
八
一
久
勢
開

西
南
西
大
伊
大

32－2132

同左

32－3033

32－3022

32－3024

32－6362

32－6395

左
左

同
同

23－9002

43－8653

同左

－52．9．30以降一

中32－2131㈹

中32－6393㈹

小32－3032㈹

小32－302㈹

小32－3023㈹

小32－6378㈹

小32－6394㈹

一変更なし一

中23－1414㈹

中22－1500㈹

小23－900㈹

小43－8652㈹

小075－571－0018

小32－4238

治宇

山
幡
治
幡
部
蔵
屋
治

東
木
宇
木
南
御
岡

治
戸
宇
室

二

盛
取
第

宇
北
三
平
笠

ｙ“お祝い電報”今日のよき日に

大安日、土曜日、日曜日の電報は

大変こみあいます。

予約受付をご利用になると便利です。

配達日の10日前から予約できます。

配達日の3日以前におうちになると（
50円の割引となります。

）

・○・電電公社

婦
人
セ
ミ
ナ
ー

準
備
会
を
開
き
検
討

家
庭
で
育
児
や
家
事
に
追
わ
れ
て

い
る
主
婦
の
生
き
が
い
に
つ
い
て
考

え
る
「
婦
人
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
設
す

お知らせ

タバコは宇治市内で買

いましょう

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
‘
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

問
わ
ず
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
勤

務
期
間
は
1
0
月
か
ら
1
1
月
ま
で
の
二

ヵ
月
間
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
保
健
衛
生
課
ま

た
は
職
員
課
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
職
員
課
）

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
い
そ
れ
に

先
だ
ち
、
準
備
会
を
開
き
ま
す
。

こ
の
準
備
会
で
は
、
受
講
生
の
方

の
意
見
や
希
望
を
と
り
入
れ
な
が
ら

五
回
程
度
の
学
習
日
程
を
つ
ぐ
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
1
0
月
5
日
（
水
）

午
前
9
時
半
か
ら

▽
と
こ
ろ
・
：
公
民
館
会
議
室
（
市
教

委
2
階
）

▽
内
容
・
・
・
婦
人
セ
ミ
ナ
ー
を
開
設

す
る
た
め
の
話
し
合
い

参
加
ご
希
望
の
人
は
、
往
復
ハ
ガ

キ
に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

電
話
番
号
を
誉
い
て
、
1
0
月
4
日
（

火
）
ま
で
に
公
民
館
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

（
公
民
館
）

柔
道
昇
段
試
合

Ｉ
・
・
・
？
へ
。
・
χ
♂
・
・
7
・
・
。
″
Ｉ
．
・
・
・
ｊ
・
・
。
″
Ｉ
．
・
・

り
0
－
ピ
ー
玉
拾
い
な
ど
に
お
も
い
お
ｙ

も
い
に
は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
る
嬉
し
そ
う

な
顔
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
す
い
か

に
か
ぷ
り
つ
い
た
り
、
室
内
で
い
ろ

ん
な
ゲ
ー
ム
遊
び
を
す
る
な
ど
楽
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
子
侠
達
は

笑
い
あ
い
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
伸
間
が

ふ
え
て
い
く
。
午
後
に
は
父
母
、
教

師
ら
が
集
ま
っ
て
交
流
会
が
も
た
れ

た
。子

供
が
発
達
し
て
い
く
た
め
に
は

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の

子
に
も
仲
間
が
絶
対
必
要
で
あ
る
。

水
道
公
認
業
者

の
指
定
受
付

水
寂
’
に
、
は
、
給
水
装
ほ
エ
事
公
ｙ
「
ワ
ー
ｙ
つ
め
た
い
」
1
水
を
か

認
茉
者
の
新
規
指
定
申
請
を
受
け
付
ｙ
け
た
な
」
－
入
導
罰
浮
か
ぴ
、

け
て
い
ま
す
。
一
か
ん
か
ん
照
り
の
太
陽
の
下
の
ブ
ー

指
定
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
1
0
月

1
日
～
1
5
日
に
水
道
部
へ
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と

は
市
役
所
水
道
部
業
務
課
ま
で
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
水
道
部
業
務
課
）

仲
間
づ
く
り

心

障
害
児
学
級

｀●／●．．’－Ｗ●’●，〃●．●゜卜●

一
人
で
も
多
く
、
仲
間
作
り
を
す
す
ｙ

め
る
。
そ
し
て
実
際
に
手
や
身
体
を
｝

動
か
し
て
生
活
や
学
習
を
し
て
い
く
｝

中
で
吊
供
の
内
に
秘
め
た
力
や
可
能
ｉ

性
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
長
’
‘

い
夏
休
み
に
は
、
特
に
地
栽
で
の
つ
】

な
が
り
を
強
く
大
き
く
広
げ
た
い
。
ゝ

こ
’
つ
し
た
意
味
で
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
と
‘
‥

り
く
ま
れ
て
い
る
こ
の
地
ｇ
学
校
は

Ｉ

地
域
の
小
中
学
校
の
障
宙
児
学
級
の
こ
れ
で
二
回
め
。
子
供
達
が
そ
れ
ぞ

子
供
達
や
児
童
会
・
生
徒
会
の
子
供
れ
の
障
害
に
う
ら
か
っ
て
友
逮
－
ｕ
≪

達
と
の
交
流
学
習
で
あ
る
。
テ
ー
マ
に
力
一
杯
前
進
す
る
元
気
な
子
に
育

は
。
『
み
ん
な
で
遊
ん
で
仲
良
し
い
っ
つ
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
み
ん
な
が
正
し

は
い
つ
く
ろ
う
』
。
自
己
紹
介
の
あ
い
理
解
と
協
力
を
し
、
今
後
り
さ
ら

と
、
‘
「
仲
良
し
い
っ
ぱ
い
」
の
歌
を
に
力
強
く
進
め
て
い
き
た
い
も
の
で

桃
山
・
向
日
ケ
丘
両
養
護
学
校
へ
う
た
い
、
水
中
で
は
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
あ
る
。
（
適
正
就
学
指
導
委
員
会
）

．・へ●゛｀●／Ｓ・．●－●’‘ｆ／Ｓ

合
を
開
き
ま
す
。

ま
た
、
柔
道
教
室
の
練
習
生
ｍ

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
く
わ
し
ぐ
は

連
盟
の
蒲
田
正
義
さ
ん
（
宇
治
戸
ノ

内
8
2
、
○
二
〇
三
九
）
、
ま
た
は
神

谷
久
雄
さ
ん
（
宇
治
妙
楽
Ⅲ
、
○
一

三
八
四
）
ま
で
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

（
社
会
教
育
課
）

茶
ま
つ
り

・
時
代
行
列

1
0
月
2
日
（
日
）
は
伝
統
の
宇
治

茶
ま
つ
り
。
こ
れ
の
協
賛
行
事
と
し

て
、
こ
と
し
も
時
代
行
列
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
茶
ま
つ
り
奉
賛
会
で
は
、

い
ま
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
し
物
は
、
宇
治
川
の
合
戦
、
源

氏
物
語
宇
治
十
帖
な
ど
6
種
で
、
明

智
光
秀
、
以
仁
王
、
薫
大
将
な
ど
の

有
名
人
物
か
ら
僧
兵
・
雑
兵
ま
で
役

柄
も
い
ろ
と
り
ど
り
。
人
物
に
よ
っ

て
は
費
用
が
い
り
ま
す
の
で
、
商
工

会
議
所
（
⑩
三
一
〇
一
）
、
青
年
会

議
所
（
四
三
一
七
二
）
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
（
⑩
七
六
二
（
）
）
、
観
光

案
内
所
（
四
二
八
〇
八
）
ま
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

・
茶
香
服

ま
た
、
茶
ま
つ
り
協
賛
行
事
と
し

て
、
第
2
1
回
宇
治
市
長
杯
争
奪
市
民

素
人
茶
谷
服
大
会
が
Ｏ
ｊ

）
午
後
6
時
半
か
ら
市
民
会
館
で
行

わ
れ
ま
す
。
市
民
の
方
ま
た
は
市
内

に
勤
が
さ
れ
る
方
ｏ
人
で
チ
ー
ム
を

組
み
、
9
月
3
0
日
ま
で
に
、
宇
治
東

内
1
0
、
通
円
亮
太
郎
さ
ん
（
ａ
五
三

四
八
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。


	page1
	page2

